協力内閣運動と安達謙蔵の政治指導――“多数派主義”と「デモクラシー」の相克―― by 原田 伸一





































































































































































憲政幹部との数回協議によって，24 年 11 月に入り確定する。枢密院で修正
を受けた後，改正案は 25 年 2 月に衆議院貴族院の審議に回り，両院の対立

















































































水面下で進められていたという 24）。また民政党からも 250 から 260 名の議
員の参加が見込まれ，協力内閣構想は両党で 8, 9 割に及ぶ規模に達した 25）。
当初，この連立を仕掛けたのは，元政友会の小泉策太郎であった。このとき
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クトに得ようとする態度であった。11 月 24 日付け『東京朝日新聞』に「最
初から率直にその所信を世間に問うたのは，この運動を公明ならしむる上に
おいて，はなはだよい」との評価をはじめ，安達の協力内閣構想は好意的に
受け止められていた様である。11 月 9 日の「協力内閣説に敢て反対しない」
























































の政友会でも協力反対，倒閣論が台頭しつつあった。政友会は 11 月 10 日の
議員総会で民政党との連携を放棄し，倒閣を明言すると，総裁の犬養も，十
月事件の余韻も消えたこともあってか，政策の違いを理由に，単独論を明ら
かにする様になっていた 39）。また若槻首相も 14 日の議員総会では協力内閣
構想を放棄し，引き続き政権を担当することを明言していた 40）。これに加え，
元老西園寺の「協力内閣」困難との態度が伝えられる様になると，若槻内閣
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　ところが，11 月 28 日，事態は一変する。アメリカ国務長官スティムソン
の新聞記者談話により，幣原外相 –南陸相 –金谷参謀総長の協力による不拡
大方針が維持できなくなり，民政党単独内閣が再び窮地に陥ったのである 58）。
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